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臨床心理学の未来に向けて－第４４回日本臨床心理学会大会からの展望-
第４４回日本臨床心理学会大会委員長

樫田　美雄（kashida@ias.tokushima-u.ac.jp）
第４４回日本臨床心理学会大会を無事終了できてほっとしています。運営スタッフの皆さん、お疲れ様でした。遠くから参加して下さった会員の皆さま、ありがとうございました。以下、大会長としての経験に結びつけながら、臨床心理学（会）の未来展望を述べていきたく思います。運営委員ではないので、学会状況の詳細はわかりません。それでも、臨床心理学（会）に未来展望は十分にある、と大会長をしながら感じられたので、僭越かもしれませんが、その実感を言葉にさせて頂きました。
まずは、大会実施状況の報告から始めましょう。参加者数は、３日間の延べで約200名（最終日の公開シンポのみの参加者55名を含む）でした。初めての四国開催ですから、「がんばった」と言える数字ではないでしょうか。「（教室）環境がよく、集中して参加できた」という感想も頂きました。冷房を入れておいて良かったと思っています。無線LANもﾌﾟﾘﾝﾀｰも有意義に使ってもらえたようです。観客は、20日午前の「ワークショップ　ヒアリング・ヴォイシズ」に多く集まっていました。映画上映など、そこに来ないと体験できない企画の提示が、人を惹きつけるのだろう、と思いました。
内容面では、総会の討論に実があることに、感心しました。福祉法人の代表をしている会員から、「予算」の立て方に関して、法人運営における日常の苦闘を基盤とした助言がなされていて、こういう実務者的観点からの意見は有益だなあ、と思いました。
ついで、裏方・準備担当としての感想です。組織面から見た臨床心理学会の特徴は、事務局と運営委員会の、「有能さ」及び「士気の高さ」だと思います。大会現地本部の仕事は、実質的には「場所貸し・宣伝担当」にすぎません。2010年以降の大会長をご検討中の方々、どうぞ安心して立候補なさって下さい。準備業務は大会長一人でも処理できます。また、学内受けとマスコミ受けがよいことにも、驚きました。学内では、事務が積極的にHPのトップページに宣伝を載せてくれる等の支援をしてくれました。また、マスコミ関係では、新聞で３本、テレビで２本、ラジオで１本のメディア露出でした。このうち新聞とラジオの各１本については、全国版での露出です。宣伝は努力に見合う反応が期待できます。なお、他県の放送大学学習センターに送ったチラシをみて来徳してくれた当事者の方がいらっしゃいました。この潜在的客層（臨床心理関連科目の科目等履修生）に気がついたのが、前期終了後の８月だったことが悔やまれます。情報交換会の予約に混乱があったこと、会場の建物がわかりにくかったことと並んで、３大反省点の1つです。
さて、本題に入りましょう。もし、本学会に弱点があるとすれば、その第一は、会員の高年齢化が進んでいること、第二は、アカデミック世界に基盤を強固には持っていないことでしょう。つまり「新人」のリクルート難が現下の組織的課題です。しかし、「臨床心理学」に関心を持っている人のすそ野はひろく、本学会には十分な将来展望も、会員基盤の拡大余地もあるように思われました。展望的に重要なのは、この「すそ野」がさらに拡大しつつあることではないでしょうか。たとえば、全体会シンポのテーマに関連させていうと、少なくとも「特別支援教育と発達障害」の領域では、「障害と専門家」の関係が、大きく変わりつつあります。そして、そこにチャンスがあると思われました。つまり、氏家報告で明らかになったように、いまや、すべての教育関係者がそれなりの(プチ)専門家として「発達障害」にかかわることを期待されるようになって来ています。いいかえれば、「社会」そのものが、「発達障害」にかかわることを期待され始めている訳です。このような期待の背景には、「障害児・者の、健常者への接近のための訓練」という過去の教育的課題が、「障害児・者のままでの、能力発揮への援助」という近年の教育的課題へと変化している事実があると思われますが、この「発達障害関与者の増大」こそは、時代の基本的トレンドなのであり、そしてそういう時代の変化を、ちゃんと取り扱える学会は、本学会しかない、といえるのではないでしょうか。なぜなら、本学会こそは、社会と当事者の関わりを重視する観点から、学際的な考察を長年にわたり深めてきた学会だからです。これからが、本学会の出番だ、といえるように思われました。

じつはこのシンポジウムでは、上記のように、やっと時代が追いついてきた「臨床心理学会的思考」を、さらにバージョンアップすべく、当事者の立場からの新しい問題提起もなされています（第一報告者の高森明さんは、「アブノーマライゼーション宣言」＝http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/social/44_nichirinshin_tokushima/0903_koumori_sengen.htmで公開中＝において、アスペルガー当事者の、人間社会からの離脱をも支援する度量があるかどうかを、「支援者」と名乗る人々に対して、つまりは臨床心理学会に対して、問うています）。しかし、大きな流れでいえば、この高森明さんの発題・提起すらも、「障害児・者のままでの、能力発揮への援助」という新課題の範疇下で理解・対応できるものであるようにも思われました。そう本当に言えるのか、続けての議論がなされるべきでしょうが、いずれにしろ、本学会が、世論をリードしていくことになるでしょう。

　３日間の大会を振り返ると、たくさんの希望の芽が見いだされます。2009年９月に東北文化学園大学で開催される次回大会が、臨床心理学（会）の明るい未来を、より確実なものにする大会となるよう願っています。では、また仙台でお会いしましょう。さようなら！！　
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